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第 5 章では，透明伝導性薄膜 1TO を異なるスパッタリング条件で作成し，その評価を行っている。その結果，膜
中の酸素含有量と膜の電気的特性(キャリア密度)との間において相関関係があるということを見いだし，酸素空孔
モデ、ルの正当性を明らかにしている。
第 6 章では，強誘電体薄膜 PZT， PTO, PLT を異なるスパッタリング条件で作成し，その評価を行っている。そ
の結果， PZT 膜において，膜中の酸素含有量が膜の結晶性に大きな影響を及ぼすことを示し， さらに高い配向性を













(3) 透明伝導性薄膜 1TO を作成し，膜の酸素含有量と電気的特性(キャリア密度)との聞に一次的な相関関係を見
いだし，これまで支持されてきた酸素空孔モデ、ルの正当'性を明らかにしているo このことにより，共鳴散乱 RBS
法が酸素定量分析法として有効であることを示している。
(4) 強誘電体薄膜 PZT を作成し，膜の界面における酸素含有量が基板に配向した膜を形成するのに重要であること
を示している o また，高配向膜 (PTO 膜， PLT 膜)の分析を行い，酸素の深さ分布と結晶内の酸素には大きな乱
れが存在していることを明らかにしている。このことにより，共鳴散乱 RBS 法が Channeling 法を組み合わせるこ
とによって酸化物薄膜の結晶性評価にも有効であることを示している。
以上のように，本論文では，熱陰極ペニングスパッタ装置によって，種々の酸化物薄膜を作成し，その酸素分析に
共鳴散乱 RBS 法を応用することにより高精度の酸素分析に成功し新たな知見を得ているo その成果は電子工学なら
びに薄膜物性工学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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